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.NET Framework 2.0では、System.

Net.NetworkInformation名前空間が

新設された。この名前空間のメンバの

うちのひとつ“Pingクラス”は、Ping

に特化して作られたクラスである。も

ちろんメソッド一発で使えるほど甘く

はないが、作法さえ守れば誰でも使い

こなせる便利な存在である。

今回はPingクラスとICMP.DLLを比較

しながら、それぞれでPingクライアン

トとTracerouteを作り、基本動作をマ

スターしておこう。

カンタンなPingについては、本誌

2005年12月号で述べているので、今回

は少し詳細な部分を中心に解説させて

もらうことにしよう。

RAW（ナマ）パケットを射出すると

き、IPアドレス／メッセージタイプな

どと共に必ず指定するのがTimeOutと

TTL。

TimeOutはmsecで指定するので、

「相手の応答を待つ時間」というのはす

ぐにわかる。しかしTTLってなんだろ

うか。

TTLとはTime To Liveの略。「有効回

数」（生存期間）のことである。ここで

いうTimeは時間のことではなく「回数」

と解釈したほうがよい。

じゃあ、その回数とはなにか。

インターネットでは、送出されたパ

ケットがいつまでもネットワークに滞

留しないように、RFC791にてIPパケッ

トに寿命カウンタを設けている。これ

がTTLである（図1）。

図2のように、ゲートウェイ／ルータ

を通過（ホップ）するたびにTTLは削

られ、「0」になると消失したことを差

し出し元に通知する（Time Exceeded

メッセージ）。

Pingでは、TTLの値を「255」（最大

値）にして送る。目的のホストの途中

で破棄されては困るからである。

しかしTracerouteは、これを逆手に

取る。つまりわざとTTLを小さい値に

して、途中のノード（ルータなど）に

Time Exceededを送らせるのである。

返信パケットにはTime Exceededを発

信したノードのIPが入っているので、
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中継点がわかる。

Tracerouteの原理は、TTL値を「1」

にしてパケットを送出することからは

じめ、次にTTL＝2、TTL＝3と増やし

てパケットを送出することにより、目

的のノードまでのルート情報を調べら

れるのである。

つまり、

・TTLを最大値「255」にして打ち出

すのがPing

・TTLを「1」から順番に増やしてゴー

ルまで打ち続けるのがTraceroute

と考えればよいだろう。

最初にPingクライアントを作ってみ

よう。

インターネット層 
IPヘッダー部（RFC791） 

IPデータ部（ICMPメッセージ） 
8bit 8bit

サービスタイプ ヘッダー長 バージョン 

ICMP 
ヘッダー 

ICMP 
オプション 

トータル長 

8bit 8bit

フラグ 識別子 フラグメントオフセット 

ヘッダーチェックサム 生存期間 プロトコル 

送信元IPアドレス 

宛て先IPアドレス 

オプション（可変長） 

8bit 8bit

コード タイプ チェックサム 

8bit 8bit

データ（ICMPのタイプによって可変） 

順序番号 識別子 

これが TTL

図1：ICMPデータグラム
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